
四
季
亭（
奈
良
県
・

奈
良
市

）
太
井
　
信
太
朗
さ
ん



春日大社一の鳥居横に

清
酒
発
祥
の
地
　

奈
良
の

女
将
の
お
酒「
大
和
の
露
」

奈
良
県
旅
館
・
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
　

女
性
部
　

あ
ゆ
み
会

人に優しい地域の宿づくり賞
全旅連　第回



全旅連　第回

　（
努
力
賞
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク
と
協
業
へ

日
本
秘
湯

を
守
る
会
　
第

回
定
時
社
員
総
会
開
催

愛媛県旅組
「
外
国
人
材
」で
研
修
会

制
度
解
説
、雇
用
者
の
生
の
声
も

「
箱
根
・
芦
ノ
湖
　

は
な
を
り
」総
合
１
位

Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
　

年
人
気
宿
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

「
カ
ツ
ベ
ン
！
」公
開
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
東映太秦
映 画 村

ＪＴＢ旅ホ連
「
旅
館
を
就
職
先
に
」

学
生
に
魅
力
を
伝
え
る
授
業

７
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

富
士
屋
Ｈ
　
ス
パ
施
設
な
ど
新
設

　
―
―
奈
良
公
園
内
に
立

地
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　「
奈
良
公
園
の
真
ん
中
、

春
日
大
社
一
の
鳥
居
横
で

す
。
元
は
春
日
大
社
の
瓦

を
造
っ
て
い
た
場
所
で
し

た
が
、
宿
坊
と
し
て
営
業

を
始
め
、
今
年
で
創
業
１

２
０
年
、
私
で
４
代
目
に

な
り
ま
す
」

　
―
―
宿
は
ど
の
よ
う
な

建
物
、
客
室
で
す
か
。

　
「
奈
良
の
景
観
に
な
じ

む
社
寺
建
築
で
す
。貴
賓

室
の『
瑞
雲
』は
、春
日
大

社
の
宮
大
工
が
手
掛
け
た

客
室
で
す
。
客
室
数
は
和

室
９
室
で
、
水
墨
画
や
一

刀
彫
を
配
し
、
調
度
品
も

奈
良
ら
し
さ
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。
廊
下
は
畳
敷

き
、
お
抹
茶
を
提
供
す
る

茶
室
も
ご
ざ
い
ま
す
。
館

内
で
は
、
南
都
七
大
寺
の

高
僧
の
書
な
ど
多
く
の
書

も
鑑
賞
で
き
ま
す
。
客
室

に
も
一
幅
ず
つ

書
の
軸
が
掛
か

っ
て
い
ま
す
」

　
―
―
ど
の
よ

う
な
料
理
を
提

供
し
て
い
ま
す

か
。

　
「
『
大
和
路

会
席
』
の
名
称

で
、
茶
懐
石
が

ベ
ー
ス
で
す
。

旬
の
大
和
野
菜

を
は
じ
め
地
産

地
消
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
器
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
焼
い
て
い
た
だ
い

た
奈
良
の
『
赤
膚
焼
』
を

使
っ
て
い
ま
す
。
夕
・
朝

食
と
も
に
お
部
屋
で
提
供

し
て
お
り
ま
す
」

　
―
―
風
呂
は
。

　
「
浴
槽
は
古
代
檜ひ

の
き

、

床
板
は
黒
御
影
石
で
す
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
大
浴
場

が
ご
ざ
い
ま
す
」

　
―
―
経
営
に
関
し
て
モ

ッ
ト
ー
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
。

　
「
『
た
だ
ひ
た
す
ら
に

奈
良
の
旅
亭
で
あ
り
た

い
』
と
い
う
先
代
女
将
の

思
い
を
受
け
継
ぎ
、
こ
こ

で
し
か
で
き
な
い
旅
館
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
接
客
係
は
お
客
さ
ま

を
お
出
迎
え
か
ら
お
見
送

り
ま
で
１
人
が
一
貫
し
て

担
当
す
る
ス
タ
イ
ル
を
守

っ
て
い
ま
す
。
効
率
的
で

利
便
性
の
良
い
サ
ー
ビ
ス

は
他
の
施
設
に
も
あ
り
ま

す
が
、
当
館
で
は
旅
館
を

追
求
し
た
い
。
年
齢
を
重

ね
て
自
分
の
原
点
を
見
つ

め
直
す
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
原
点
に
立
ち

戻
っ
て
旅
館
の
本
質
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
【
１
泊
２
食
付
き
３
万

円
（
税
別
）
か
ら
】

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
奈
良
県
旅
館
・
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
の
女
性
部
あ
ゆ
み
会
は
、

「
清
酒
発
祥
の
地

・
奈
良
県
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
同
県
の
み
で

栽
培
さ
れ
る
酒
米
を
使
っ
た
日
本
酒

造
り
を
地
元
の
酒
蔵
に
依
頼
。
商
品

を
組
合
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
販
売
し

て
い
る
。

　
「
大
和
の
露
」
と
名
付
け
た
商
品

は
、
奈
良
県
で
し
か
栽
培
さ
れ
て
い

な
い
酒
米
「
露
葉
風
」
を
１
０
０
％

使
用
。
あ
ゆ
み
会
の
メ
ン
バ
ー
は
農

家
の
協
力
で
酒
米
の
稲
刈
り
を
見
学

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
や
栽
培

の
苦
労
話
を
聞
き
、
酒
米
に
つ
い
て

学
習
。
酒
造
元
で
の
試
飲
を
重
ね
、

完
成
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　
完
成
し
た
商
品
は「
料
理
に
合
う
、

す
っ
き
り
と
し
た
辛
口
」
。
ラ
ベ
ル

も
地
元
奈
良
県
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依

頼
し
た
も
の
で
、
稲
穂
に
し
た
た
る

露
と
、
凛
と
し
た
女
将
の
イ
メ
ー
ジ

で
作
り
上
げ
た
。
「
と
こ
と
ん
奈
良

に
こ
だ
わ
っ
た
純
奈
良
県
産
の
日
本

酒
」
は
、
平
成

年
３
月
か
ら
、
組

合
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
宿
泊
客
ら
に

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

　
「
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
古
事
記
に

う
た
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
や
文
化

の
発
祥
地
と
な
っ
た
奈
良
県
。
「
県

内
の
宿
に
ゆ
っ
く
り
泊
ま
り
、
お
い

し
い
料
理
と
お
い

し
い
日
本
酒
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
。
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あいさつする星会長

主
演
の
成
田
凌
さ
ん
（
中

央
）、周
防
正
行
監
督（
右
）、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
特
別
ゲ

ス
ト
、
映
画
に
も
出
演
し
た

浜
村
淳
さ
ん
（
左
）

日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
の
学

生
に
「
日
本
旅
館
の
魅
力
」

を
伝
え
た

　
耐
震
補
強
や
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
た
富
士
屋
ホ
テ
ル

（
神
奈
川
県
箱
根
町
）
は
こ

の
ほ
ど
、
１
４
２
年
目
の
創

業
記
念
日
と
な
る
２
０
２
０

年
７
月

日
に
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
す
る
と
発
表
し
た
。

　
明
治
時
代
の
面
影
を
残
す

西
洋
館（
登
録
有
形
文
化
財
）

で
は
、
改
修
工
事
の
過
程
で

創
建
当
時
と
思
わ
れ
る
漆
喰

壁
の
色
が
判
明
、
一
部
の
客

室
で
そ
の
色
（
桃
色
）
を
忠

実
に
再
現
し
た
。

　
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ウ
イ
ン
グ

の
最
上
階
に
ス
パ
＆
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
新
設
。
客
室

は
建
築
当
時
の
姿
に
復
刻
。

近
代
的
な
建
物
な
が
ら
、
和

の
テ
イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
演
出

す
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
の
誕
生
か

ら
現
在
ま
で
の
貴
重
な
資
料

を
集
め
た
「
富
士
屋
ホ
テ
ル

資
料
展
示
室
」
を
「
ホ
テ
ル

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
＝
写
真

は
イ
メ
ー
ジ
＝
と
し
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
は

月

日
、
東
京
都

中
野
区
の
専
門
学
校
日
本
ホ

テ
ル
ス
ク
ー
ル
で
、
学
生
に

旅
館
を
就
職
先
と
し
て
検
討

し
て
も
ら
う
た
め
特
別
授
業

を
行
っ
た
。
京
都
「
祇
を
ん

新
門
荘
」
の
女
将
、
山
内
理

江
さ
ん
が
「
日
本
旅
館
の
魅

力
」
に
つ
い
て
講
義
。
ホ
テ

ル
科
と
ブ
ラ
イ
ダ
ル
科
の
学

生
１
０
０
人
が
聴
い
た
。

　
山
内
さ
ん
は
旅
館
と
ホ
テ

ル
の
相
違
点
に
「
重
要
視
す

る
価
値
観
」が
あ
る
と
し
て
、

ホ
テ
ル
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
快
適
性
」
、
旅
館
は
「
癒

や
し
や
思
い
出
作
り
」
と
説

明
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
は
軒
数

が
年
々
増
え
て
い
る
の
に
対

し
て
旅
館
は
減
少
傾
向
に
あ

る
と
い
う
厳
し
い
現
実
も
示

し
な
が
ら
、
旅
館
の
素
晴
ら

し
さ
で
あ
る「
人
」「
文
化
」

「
料
理
」
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
も
使
っ
て
語
っ
た
。

　
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
る
と
「
今
ま
で
旅
館
に
つ

い
て
何
も
知
ら
ず
、
就
職
先

と
し
て
考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
」
と
い
う
学
生
が
大
半

だ
っ
た
が
、
「
旅
館
の
長
所

が
分
か
り
、
働
い
て
み
た
い

と
思
っ
た
」
「
ホ
テ
ル
よ
り

も
お
客
さ
ま
と
の
距
離
が
近

い
と
こ
ろ
で
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
の
で
興
味
が
わ
い
た
」

な
ど
、
旅
館
を
就
職
先
の
一

つ
に
考
え
る
学
生
が
多
か
っ

た
。

　
ま
た
、
１
月

日
に
は
ホ

テ
ル
科
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
科
、

英
語
専
攻
科
の
学
生
１
３
０

人
に
向
け
て
、
山
内
さ
ん
を

講
師
と
し
た
第
２
回
特
別
授

業
を
行
う
予
定
。

　
愛
媛
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
（
大
木
正
治

理
事
長
）
は

月
９
日
、
同

県
松
山
市
道
後
温
泉
の
「
大

和
屋
本
店
」
で
「
宿
泊
業
に

お
け
る
外
国
人
材
の
雇
用
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
研
修
会

を
開
い
た
。
同
県
中
予
地
区

の
旅
館
経
営
者
ら
が
参
加
。

外
国
人
を
雇
用
す
る
に
当
た

っ
て
の
不
安
の
払
拭

ふ
っ
し
ょ
く

に
向

け
、
国
の
制
度
に
つ
い
て
専

門
家
の
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
同
温
泉
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
で
働
く
外
国
人
の
生
の
声

を
聞
い
た
。

　
関
東
学
園
大
学
教
授
で
全

国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
竹
村
奉
文
氏

が
外
国
人
材
の
雇
用
に
つ
い

て
講
演
し
た
。
竹
村
氏
は

「
従
業
員
の
年
齢
構
成
の
ピ

ー
ク
は
、他
の
産
業
が

代
、


代
な
の
に
対
し
て
、
宿
泊

業
は

代
。離
職
率
が
高
く
、

若
者
の
定
着
率
も
悪
い
の

で
、よ
り
高
齢
化
し
て
い
く
。

愛
媛
県
、
中
予
も
例
外
で
は

な
く
、
働
き
手
が
激
減
し
、

高
齢
化
し
た
従
業
員
が
定
年

を
迎
え
る
の
で
人
手
不
足
は

よ
り
深
刻
に
な
る
」と
指
摘
。

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。

　
そ
の
上
で
、「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
」「
留
学
生
」「
技
能

実
習
２
号
」「
特
定
技
能
１

号
」「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」

の
５
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る

外
国
人
材
の
、そ
れ
ぞ
れ
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
国
の
制

度
や
、受
け
入
れ
の
方
法
、注

意
点
を
説
明
し
た
。

　
外
国
人
留
学
生
を
受
け
入

れ
る
専
門
学
校
、
外
国
人
材

を
採
用
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
で
働
く
外
国

人
材
に
よ
る
情
報
交
換
会
も

実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
現
状
や
人
材
確
保
に
向
け

た
改
善
策
を
述
べ
た
。

　
同
様
の
研
修
会
は

月
７

日
に
東
予
地
区
、
同

日
に

南
予
地
区
で
も
開
い
た
。

　
日
本
秘
湯
を
守
る
会
（
佐

藤
好
億
名
誉
会
長
、
星
雅
彦

会
長
）
は

月

日
、
第


回
定
時
社
員
総
会
を
静
岡
県

・
熱
海
温
泉
の
大
観
荘
で
開

い
た
。
総
会
に
は
１
６
９
人

の
社
員
か
ら

人
が
出
席
。

朝
日
旅
行
清
算
後
の
４
月
１

日
以
降
は
、
組
織
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ

ガ
イ
ア
レ
ッ
ク
に
引
き
継
ぐ

方
針
な
ど

年
度
事
業
計
画

案
の
発
表
の
ほ
か

年
度
の

収
支
予
算
案
の
承
認
、
事
業

報
告
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
佐
藤
名
誉
会
長
が

朝
日
旅
行
解
散
に
つ
い
て
言

及
。
「
会
は
大
手
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
が
扱
い
き
れ
な
い
小
規

模
の
旅
館
が
集
ま
る
一
つ
の

集
団
と
し
て

年
前
に
始
ま

り
、
朝
日
旅
行
と
両
輪
で
進

ん
で
き
た
。
し
か
し
、
時
代

の
流
れ
や
求
め
ら
れ
る
数
値

が
達
成
で
き
な
か
っ
た
結

果
、
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
次
に

何
を
残
す
か
を
話
し
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク

と
の
協
業
に
つ
い
て
は
「
手

続
き
の
在
り
方
、
中
身
の
検

討
を
こ
れ
か
ら
し
て
い
く
」

と
話
し
た
。
朝
日
旅
行
の
石

森
隆
社
長
は
「
朝
日
新
聞
で

宣
伝
を
行
い
、
参
加
者
を
リ

ピ
ー
タ
ー
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
展
開
し
て
き
た

が
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
赤

字
決
算
が
続
い
た
。

年
か

ら
は
構
造
改
革
を
断
行
し
た

が
売
り
上
げ
減
少
に
歯
止
め

が
き
か
な
か
っ
た
。
債
務
超

過
に
陥
る
前
に
清
算
を
決
断

し
た
」と
会
社
清
算
の
経
緯

を
説
明
し
た
。今
後
に
つ
い

て
は「
会
を
テ
ー
マ
に
し
た

ツ
ア
ー
が
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ

リ
を
獲
得
す
る
な
ど
、価
値

あ
る
旅
を
継
承
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
は
、会

を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク
に

引
き
継
ぎ
、深
く
つ
な
が
る

社
員
は
再
雇
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
と
話
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。星
会
長
は「
ス
タ

ン
プ
帳
の
事
業
は
軌
道
に
乗

り
、３
６
５
日
招
待
も
定
着

し
て
き
た
。ポ
イ
ン
ト
全
盛

の
時
代
だ
が
、ス
タ
ン
プ
帳

な
ら
で
は
の
役
割
を
担
っ
て

い
く
。ウ
ェ
ブ
、人
手
不
足
、

機
械
化
な
ど
も
対
応
し
て
い

く
」と
方
針
を
示
し
た
。

　

年
度
の
事
業
報
告
で

は
、ス
タ
ン
プ
事
業
は
ス
タ

ン
プ
帳
を
新
た
に
６
万
部
作

成
し
、招
待
宿
泊（

年

月

１
日
～

年

月

日
）は

１
万
３
９
８
人
、夏
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（

年
６
～
９
月
）の

「
お
得
プ
ラ
ン
」「
と
っ
て
お

き
プ
ラ
ン
」に
計

軒
が
参

加
し
、約
１
４
４
０
人
が
宿

泊
、宿
泊
総
額
が
１
８
９
０

万
円
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
報

告
し
た
。

　

年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
①
ス
タ
ン
プ
事
業
の
推

進
②
公
式
ウ
ェ
ブ
予
約
で
の

販
売
促
進
③
地
熱
対
策
の
た

め
の
温
泉
観
測
報
告
の
実
施

④
公
式
ウ
ェ
ブ
予
約
サ
イ
ト

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た

ソ
フ
ト
開
発
作
業
⑤
環
境
省

「
新
・
湯
治
チ
ー
ム
」
事
業

な
ど
へ
の
参
画
―
な
ど
を
発

表
し
、
議
論
し
た
。

　
販
売
促
進
関
連
で
は
、
ス

タ
ン
プ
事
業
は
朝
日
旅
行
清

算
後
も
ク
ー
ポ
ン
発
券
以
外

の
変
更
は
行
わ
ず
、
引
き
続

き
３
６
５
日
で
の
招
待
受
け

入
れ
を
行
う
。
ウ
ェ
ブ
販
売

は
、
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
と
の

提
携
を
継
続
し
、
サ
イ
ト
自

体
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
化
な

ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
る

方
針
を
発
表
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
佐
藤
名
誉
会

長
か
ら
親
会
で
あ
る
「
日
本

の
旅
文
化
を
創
る
会
」
が
３

月

日
付
で
散
会
す
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
た
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
予

約
ア
プ
リ「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ（
リ

ラ
ッ
ク
ス
）」を
運
営
す
る
Ｌ

ｏ
ｃ
ｏ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ

ｓ
は
こ
の
ほ
ど
、Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ

ｘ
に
掲
載
の
あ
る
約
３
１
０

０
施
設
を
対
象
と
し
た
人
気

宿
ラ
ン
キ
ン
グ「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ

ｘ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｙ
Ｅ

Ａ
Ｒ
２
０
１
９
」を
発
表
し

た
。宿
泊
利
用
実
績
な
ど
を

も
と
に
し
た
総
合
ラ
ン
キ
ン

グ
の
第
１
位
に
は「
箱
根
・
芦

ノ
湖
　
は
な
を
り
」（
神
奈
川

県
）、Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
カ
ス
タ
マ

ー
か
ら
の
レ
ビ
ュ
ー
評
価
を

点
数
化
し
た
満
足
度
ラ
ン
キ

ン
グ
の
第
１
位
に
は「
ホ
テ

ル
　
ラ
・
ス
イ
ー
ト
神
戸
ハ

ー
バ
ー
ラ
ン
ド
」（
兵
庫
県
）

を
選
出
し
た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、Ｒ
ｅ
ｌ

ｕ
ｘ
の

年

月
１
日
か
ら


年

月

日
ま
で
の
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
数
を
元
に
集
計

さ
れ
た
。

　
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

都
心
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
良
い

温
泉
地
に
あ
る
宿
泊
施
設
が

上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
１
位

の
箱
根
・
芦
ノ
湖
　
は
な
を

り
は
、
２
年
連
続
で
１
位
を

獲
得
。
芦
ノ
湖
と
の
一
体
感

あ
る
建
物
や
自
然
が
感
じ
ら

れ
る
大
浴
場
、
和
食
や
フ
レ

ン
チ
、
ス
イ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
ブ
ッ
フ
ェ
な
ど
、
幅
広
い

層
か
ら
評
価
さ
れ
た
。

　
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
で

ぜ
い
た
く
な
時
間
を
過
ご
せ

る
ホ
テ
ル
や
、
客
室
が
少
な

く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
高
い

旅
館
が
上
位
に
。
ホ
テ
ル
　

ラ
・
ス
イ
ー
ト
神
戸
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
は
、
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
の
景
色
を
一
望
で

き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
全
て

の
客
室
に
海
を
望
む
テ
ラ

ス
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
付
き
の
バ

ス
タ
ブ
が
あ
る
な
ど
、
癒
や

さ
れ
る
空
間
へ
の
評
価
が
高

か
っ
た
。

　
各
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｔ
Ｏ
Ｐ


は
次
の
通
り
。

　
■
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

　
１
位
・
箱
根
・
芦
ノ
湖
　
は

な
を
り（
神
奈
川
県
）▽
２
位

・
神
戸
み
な
と
温
泉
　
蓮（
兵

庫
県
）▽
３
位
・
ふ
ふ
河
口
湖

（
山
梨
県
）▽
４
位
・
食
べ
る

お
宿
　
浜
の
湯（
静
岡
県
）▽

５
位
・
奥
湯
河
原
　
結
唯
―

Ｙ
Ｕ
Ｉ
―（
神
奈
川
県
）▽
６

位
・
ふ
た
り
　
と
わ
に
　
縁

（
静
岡
県
）▽
７
位
・
強
羅
花

扇
　
円
か
の
杜（
神
奈
川
県
）

▽
８
位
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア

ワ
ジ
　
ヴ
ィ
ラ
楽
園（
兵
庫

県
）▽
９
位
・
ザ
・
プ
リ
ン
ス

　
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京（
東

京
都
）▽

位
・
箱
根
・
翠
松

園（
神
奈
川
県
）

　
■
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ

　
１
位
・
ホ
テ
ル
　
ラ
・
ス
イ

ー
ト
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

（
兵
庫
県
）▽
２
位
・
由
布
院

　
六
花（
大
分
県
）▽
３
位
・

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

Ｌ（
神
奈
川
県
）▽
４
位
・
渚

の
荘
　
花
季（
兵
庫
県
）▽
５

位
・
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪（
大
阪

府
）▽
６
位
・
草
屋
根
の
宿
　

龍
の
ひ
げ
／
別
邸
　
ゆ
む
た

（
大
分
県
）▽
７
位
・
ｂ
ａ
ｒ

　
ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ
箱
根
香
山

（
神
奈
川
県
）▽
８
位
・
プ
ラ

ザ
淡
路
島
　
別
邸
　
蒼
空
―

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
―（
兵
庫
県
）▽
９

位
・
海
一
望
絶
景
の
宿
　
い

な
と
り
荘（
静
岡
県
）▽

位

・
金
門
坑
。（
大
分
県
）

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
は
、
同
村
で
撮

影
さ
れ
た
映
画
「
カ
ツ
ベ
ン

！
」
の
公
開
を
記
念
し
て
、

１
月

日
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
。

月
７
日
は
主
演
の

成
田
凌
さ
ん
、
監
督
の
周
防

正
行
さ
ん
を
招
い
て
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
招
待

さ
れ
た
１
０
０
組
２
０
０
人

を
前
に
２
人
は
、
「
素
晴
ら

し
い
セ
ッ
ト
を
組
ん
で
も
ら

っ
た
」
「
ま
た
京
都
撮
影
所

で
映
画
を
作
り
た
い
」
と
撮

影
時
を
振
り
返
り
語
っ
た
。

　
映
画
村
の
シ
ン
ボ
ル
的
施

設
「
映
画
文
化
館
」
で
は
、

「
カ
ツ
ベ
ン
！
」
や
、
同
作

品
に
登
場
す
る
活
動
弁
士
を

解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
た
。

　
「
カ
ツ
ベ
ン
！
」
の
ロ
ケ

地
を
紹
介
す
る
映
画
村
の
オ

ン
ラ
イ
ン
地
図
も
地
図
制
作

の
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
ｙ
（
ス
ト
ロ

ー
リ
ー
）
と
共
同
で
制
作
し

た
。
撮
影
場
所
に
設
置
さ
れ

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
上
の
地
図
で
読
み
取

る
と
、
劇
中
の
ワ
ン
シ
ー
ン

や
レ
ア
な
画
像
が
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
と
も
に
映
さ
れ
る
。

　
東
映
の
俳
優
が
映
画
村
の

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を
、
撮
影

の
裏
話
を
交
え
て
楽
し
く
案

内
す
る
「
お
も
し
ろ
散
策
ツ

ア
ー
」
も
開
催
し
て
い
る
。


